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DOK2; Docking protein 2; Downstream of tyrosine kinase 2; p56(dok-2)
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	応用
	抗原情報
	背景
	ドッキングタンパク質2（DOK2）ホモサピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、慢性期の慢性骨髄性白血病（CML）患者から単離された造血前駆細胞において恒常的にチロシンリン酸化されている。これは、CMLに関連するキメラタンパク質であるp210（bcr/abl）の重要な基質である可能性がある。このコードされたタンパク質は、CML細胞のp120（RasGAP）に結合します。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：PTBドメインは受容体相互作用を媒介します。,機能：DOKタンパク質は、酵素的に不活性なアダプターまたは足場タンパク質です。これらは、多分子シグナル伝達複合体の組み立てのためのドッキングプラットフォームを提供します。DOK2は、IL-2およびIL-3だけでなく、IL-4によって誘導される細胞増殖を調整する可能性があります。Bcr-Ablシグナル伝達の調整に関与している可能性があります。 EGF刺激によるMAPキナーゼ活性化を減弱させる。,PTM：免疫受容体刺激により、C末端チロシン残基がリン酸化される。Tyr-345のリン酸化はNCKのSH2ドメインへの結合に必要である。Tyr-271とTyr-299の両方のリン酸化はRASGAPとの相互作用に必要である。,類似性：DOKファミリーに属する。タイプAサブファミリー。,類似性：IRS型PTBドメインを1つ含む。,類似性：PHドメインを1つ含む。,サブユニット：リン酸化RASGAPおよびEGFRと相互作用する。RETおよびNCKと相互作用する。,組織特異性：末梢血白血球、リンパ節、脾臓で高発現する。胸腺、骨髄、胎児肝臓では発現が低い。,
	研究分野
	-
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	p56 Dok-2（リン酸化Tyr299）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	インスリン0.01U/ml 15分処理したCOS7細胞、インスリン0.01U/ml 15分処理したJurkat細胞、および血清20% 15分処理した293細胞のライセートをp56 Dok-2（リン酸化Tyr299）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化Dok-2（Y299）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

